
毎年運動会前に「運動会でなぜ表現あそびをするの？」と題した便りを通じて、「イメージす

ること、イメージを表現すること」の価値を伝えさせていただいているのですが、それはもち

ろん運動会に限ったことではなく、日々の保育すべてに言えることです。 

そんな子どもたちの日々をご紹介させていただきます。 

ある日、こじかぐみが散歩から帰ってくると、部屋に白い羽のようなものが落ちていたそう

です。保育者はさほど気にもとめずにいたところ、「サギちゃう？？！」一人の子の言葉に一瞬

で「さがしにきたんちゃう？」「かくれな」とその場は騒然としたそうです。 

「ゆかいなかえる」という絵本をご存じでしょうか？今、子どもたちが楽しんでいるごっこあ

そびの一つです。題名のとおり、かえるたちのゆかいな日常が描かれた絵本で、その中の一番

のハラハラドキドキ場面に鷺が出てきます。 

白い羽＝鷺という発想にも感心させられましたが、その一言で一瞬にして【つもりを共有】

し、相乗的に展開されていく様子にも感心させられます。 

また、カエルたちになっておよぎ競争ごっこをした際、ゴール後ポーズをきめている子がい

たそうで、それは絵本に描かれたカエルの様子を真似たものだったのですが、それを見た子た

ちはすぐに【つもり】に気づき、あっという間に“一等賞ポーズごっこ”となり、大変な盛り

上がりとなったそうです。それからというもの、【はやい＝一等賞＝ポーズ】となり、それがた

のしくて、それがやりたくて、なにをするのもはやくなったそうです。 

なんにおいても、あそびが原動力であるのはもちろんですが、たのしいだけでなく、「【やる

き満々の自分、がんばる自分、ちょっとかっこいい自分になれる】そんな子どもたちの姿に出会え

るのがごっこあそびを続けてる理由やとおもいます。だから、ごっこあそびがすきなんです。」

というのは、上記エピソードを教えてくれた、こじかぐみ担任の言葉です。すてきな日々だな

ぁ。と心からうれしく思いました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ご意見いただきました 

  職員の子どもへの対応において不信に思うことがあったので、くわしい話しが聞きたい。 

  職員の写真撮影内容に偏りがあり不平等に感じた。 

→改善に努めて参ります。申し訳ございませんでした。 

受診をともなうケガについてご報告させていただきます 

 遊具への昇降中何らかのはずみにより、肘内障発症。整形外科受診（1 歳児

男児）：処置にて回復 

7 月 園だより 
社会福祉法人まりも会 

まりも保育園 

2021年 7月 

7 木 七夕 1 月 身体測定

8-9 金・土 きりんぐみ1泊保育 9 火 保育協力日

15-16 金・土 きりんぐみ1泊保育予備日

12 火 身体測定 15 月

13 水 内科健診 18 木 避難訓練

19 火 避難訓練 31 水 誕生会

20 水 乳児誕生会 26 金 プール終い

22 金 こぐまぐみ夕涼み会

29 金 こぐまぐみ夕涼み会予備日

７月の予定　 ８月の予定　

～ うち、12(金)・13(土)・15(月)

　　　　　　　　　　→弁当日

※夏祭りについては、開催日時、内容とも

に検討中です。


